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議会だより
新ひだか町

第50号
令和元年7月

水となかよくなろう！

水しぶきと笑い声　高らかに



　
町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
だ
よ
り
の
感
想
や

当
町
議
会
へ
の
要
望
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

池田 大輔さん
（30代･漁業･三石港町）

高橋 美智子さん
（50代･小売業･静内神森）

50号発行
記念特集

　一番大切な項目の「各議員の表決結
果」の活字が小さい。自分が一票を投
じた議員の表決結果が気になる。
　特に読むとことは、一般質問である。
町議会に対する要望は、一次産業はも
ちろんだが、子育て支援についても、
町と一体となって取り組んでいただき
たい。
　また、いま若者が中心となって新し
い祭りを誕生させ、地域を盛り上げて

いろいろな工夫をしているんだなと思
い、「議会だより」に関心を持ちまし
た。
　意見や要望が議会でどのように話し
合い、議員がどのように活動し、結果
がどのようになったのか知りたいかな。
　あと、「議員のなり手不足」は、中
学・高校生に模擬議会を体験してもら
うことは大事だと思います。

　住民の議会への理
解と町づくりへの関
心を喚起するために

くれているが、さら
に地域が活性化する
よう力を入れてほし
い。
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 － Townspeople's Voice －

新
ひ
だ
か
町
議
会
だ
よ
り

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

　
新
ひ
だ
か
町
が
合
併
以
来
、
発
行
し
て
き
た
「
議
会
だ
よ
り
」
も

今
回
で
50
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
議
会
だ
よ
り
を
通
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
議
会
の
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
の
主
な
出
来
事

町民の声

平成18年８月発行 創刊号

平成23年４月発行 第19号

平成22年10月発行 第17号

「Ｕstream」を用いた議会の
インターネット中継試験放送スタート！

議事録のネット掲載開始

18
年　

◦
旧
静
内
町
と
旧
三
石
町
が
合
併

　
　
　
　

「
新
ひ
だ
か
町
」
と
な
る

　
　
　

◦
各
庁
舎
や
出
先
機
関
で
議
会
中
継
配
信

21
年　

◦
庁
舎
内
Ｐ
Ｃ
で
議
会
中
継
視
聴
可
能
に

22
年　

◦
議
員
定
数
26
人
か
ら
22
人
へ

　
　
　

◦
常
任
委
員
会
を
三
つ
に

　
　
　

◦
一
般
質
問
を
議
員
ご
と
に
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　

へ
掲
載

24
年　

◦
「
新
ひ
だ
か
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本

　
　
　
　

条
例
」
制
定

26
年　

◦
議
員
定
数
22
人
か
ら
20
人
へ

平
成



地原 有紀さん
（30代･新規就農･三石歌笛）

泊　寿幸さん
（60代･牧畜業･静内西川）

　議会からのたよりなのに、伝えたいこ
とがいまいちわからない。文章を簡潔に
して、レイアウトも見直ししてほしい。
また、各議員の「政策主張コーナー」を
設けてほしい。
　要望としては、新規就農で一番大変だ
ったのが、家探しでした。一方で空き家
の問題があるようなので、マッチングす
るシステム作りをしていただきたいです。
あと、断水があったときに防災無線が聞

いるのかに関心をもって読んでいます。
　議員の日々の活動が見えるような記事
があるといいと思います。町内の現場に
行った感想などを聞きたい。
　あと、中心部だけではなく田舎のほう
にも目を向けてほしい。いろいろあるけ
れど、例えば、Wi-Fiや光回線などの通
信関係とかね。

　一般質問で誰がど
のような質問をして

き取れなかったので、
内容をホームページ
にすぐに載せてほし
かった。
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①正副委員長で掲載記事や
各記事の担当、ページ数
などの案を考えます。

現在はパソコン
で記事を作成し
ています。

②一般質問の原稿作成を
質問者に依頼します。

③１回目の委員会を開き、
案を基に担当者や掲載
記事を決定します。

④担当の記事を作成後、
議会事務局に提出し、
一つのデータにまと
めます。

⑤２､３回目の委員
会で校正を行い、
印刷会社に入稿
します。

⑥４回目の委員会で実際の広報の
イメージに仕上げた見本で最終
校正を行います。

⑦最終校正の修正漏れな
どを確認して、印刷を
依頼します。

完 成！！！

①～⑤までの間に表紙
担当の委員が候補の写
真を撮りためます。

平成31年４月発行 第49号

平成29年７月発行 第43号
平成31年１月発行 第48号

２回目の議会報告会の中で
町民との意見交換を実施

議員定数16人に削減
初の「政策提言書」提出

28
年　

◦
議
案
ご
と
に
議
員
の
表
決
結
果
を
議
会

　
　
　
　

だ
よ
り
へ
掲
載

29
年　

◦
「
新
ひ
だ
か
町
議
会
白
書
」
発
行

30
年　

◦
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
「
議
会
報
告

　
　
　
　

会
」
を
初
開
催

　
　
　

◦
議
員
定
数
20
人
か
ら
16
人
へ

　
　
　

◦
常
任
委
員
会
を
二
つ
に

　
　
　

◦
議
会
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
開
設

　
　
　

◦
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
試
験
放
送

　
　
　
　

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
に
移
行

31
年　

◦
議
会
改
革「
重
点
改
革
骨
子
」調
査
結
果

　
　
　
　

を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

議 会
だ り が

で き まる で
よ



◦
報
告
第
１
号　

繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

　

川
上
会
館
結
露
防
止
対

策
事
業
に
つ
い
て
、
前
年

度
で
工
事
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
、
９
１
３
万
円
の

繰
り
越
し

◦
諮
問
第
１
号　

人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

次
の
方
の
推
薦
に
同
意

髙
橋
陽
子
氏
（
静
内
こ
う
せ
い
町

）

大
平
響
子
氏
（
三
石
旭
町
）

西
村
葉
子
氏
（
静
内
中
野
町
）

◦
議
案
第
１
号　

財
産
の

取
得

　

一
般
行
政
事
務
用
と
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
３
５
８
台

な
ど
の
購
入

◦
議
案
第
２
号　

財
産
の

取
得

　

災
害
時
等
の
発
電
用
と

し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
移
動
電
源

車
１
台
の
購
入

　

議
案
第
３
号
か
ら
第
９

号
ま
で
の
各
会
計
補
正
予

算
は
人
事
異
動
に
伴
う
給

与
等
の
補
正
が
主
体

◦
議
案
第
３
号　

一
般
会

計
補
正
予
算

　

給
与
等
の
ほ
か
、
鳧
舞

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
、
鳧
舞
生
活
館
及
び

美
野
和
生
活
館
解
体
工
事
、

鳧
舞
共
同
作
業
場
解
体
工

事
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
、
風
し
ん
抗
体
検

査
業
務
及
び
風
し
ん
予
防

接
種
業
務
委
託
料
な
ど
で

１
億
４
０
９
７
万
５
千
円

の
増
額

◦
議
案
第
４
号　

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算◦
議
案
第
５
号　

簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算◦
議
案
第
６
号　

下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◦
議
案
第
７
号　

介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

◦
議
案
第
８
号　

水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

◦
議
案
第
９
号　

病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

◦
議
案
第
10
号　

新
ひ
だ

か
町
公
共
下
水
道
静
内
終

末
処
理
場
の
長
寿
命
化
建

設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
締
結

◦
議
案
第
11
号　

消
費
税

率
の
引
上
げ
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
制
定

　

消
費
税
率
が
今
年
10
月

１
日
に
８
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
改

正
　

議
案
第
12
号
か
ら
第
14

号
ま
で
は
組
合
を
構
成
す

る
団
体
の
一
部
が
脱
退
す

る
た
め
の
規
約
変
更

◦
議
案
第
12
号　

北
海
道

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約

◦
議
案
第
13
号　

北
海
道

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約

◦
議
案
第
14
号　

北
海
道

町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
規
約

◦
議
案
第
15
号　

平
成
30

年
度
日
高
地
区
交
通
災
害

共
済
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　

組
合
解
散
に
伴
う
財
産

処
分
が
適
正
に
行
わ
れ
た

こ
と
の
認
定

◦
議
案
第
16
号　

辺
地
に

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定

　

三
石
美
野
和
・
三
石
歌

笛
、
三
石
川
上
等
の
道
路
、

林
道
、
飲
料
水
供
給
施
設

等
の
整
備
計
画

◦
意
見
書
案
第
３
号　

新

た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

◦
意
見
書
案
第
４
号　

児

童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見

書◦
意
見
書
案
第
５
号　

加

齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制

度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書◦
意
見
書
案
第
６
号　

就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

な
ど
の
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

◦
意
見
書
案
第
７
号　

２

０
２
０
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

◦
意
見
書
案
第
８
号

「
子
ど
も
の
貧
困
」
解
消

な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡

充
と
就
学
保
障
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ

の
復
元
、
教
職
員
の
超

勤
・
多
忙
化
解
消
・
「
30

人
以
下
学
級
」
の
実
現
に

向
け
た
意
見
書

　

定
例
会
の
会
期
は
、
６
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の

３
日
間
と
し
、
町
長
の
行
政
報
告
後
、
報
告
１
件
、

諮
問
１
件
、
議
案
16
件
、
意
見
書
案
７
件
を
審
議
し

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。

　

消
費
税
は
、
今
年
10
月
１
日
に
８
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
国
の
法
律
で
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
の
課
税
対
象
の
使
用
料
等
が
決
め

ら
れ
て
い
る
関
係
条
例
の
消
費
税
を
10
月
１
日
か
ら

８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
名
16
件
だ
っ
た
。
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消
費
税
関
係
条
例
可
決

　
　
　

８
％
か
ら
10
％
へ

�

第
３
回
定
例
会

可
決
議
案

採
択
し
た
意
見
書



◦
意
見
書
案
第
９
号　

２

０
１
９
年
度
北
海
道
最
低

賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意

見
書

◦
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公

園
の
国
立
公
園
化
に
関
す

る
要
望
活
動

◦
札
幌
静
内
会
総
会
及
び

札
幌
三
石
会
総
会
出
席

◦
議
案
第
１
号　

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

　

臨
時
会
の
会
期
は
、
５
月
29
日
の
１
日
間
と
し
、

町
長
及
び
教
育
長
の
行
政
報
告
の
後
、
議
案
６
件
を

審
議
し
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
４
特
別
会
計
で
、

平
成
30
年
度
会
計
が
収
入
不
足
と
な
り
、
令
和
元
年

度
会
計
か
ら
不
足
分
を
充
用
し
、
収
支
を
合
わ
せ
る

事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
町
長
は
、
財
政
運
営
が
非
常
に

厳
し
い
と
し
た
う
え
で
、
特
別
会
計
独
立
の
原
則
か

ら
、
経
費
は
利
用
者
負
担
が
原
則
で
あ
り
、
わ
が
町

の
特
別
会
計
の
収
支
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
交
付
税
措
置
分
等
に
と
ど
め
、
不
足

分
は
各
会
計
と
も
翌
年
度
会
計
か
ら
の
充
用
で
賄
う

と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

繰
上
充
用
金
１
２
６
０

万
円
の
増
額

反
対
討
論（
谷
　
園
子
議
員
）

　

当
町
の
国
保
会
計
は
今

ま
で
大
変
努
力
し
、
国
保

税
値
上
げ
を
抑
え
、
収
納

率
を
上
げ
て
き
た
。
し
か

し
、
今
後
国
の
流
れ
に
沿

っ
て
基
準
外
繰
り
入
れ
を

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

保
険
税
の
値
上
げ
に
つ
な

が
る
。
繰
上
充
用
を
繰
り

返
す
こ
と
は
、
国
保
財
政

の
健
全
化
か
ら
も
乖か

い

離
し

て
い
く
。
高
す
ぎ
る
国
保

税
の
問
題
解
決
と
は
な
ら

な
い
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論（
池
田一也
議
員
）

　

平
成
30
年
度
予
算
の
歳

入
が
不
足
す
る
た
め
、
繰

上
充
用
金
を
補
正
す
る
も

の
で
あ
り
、
会
計
年
度
独

立
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

だ
。
ま
た
、
特
別
会
計
は
、

受
益
者
負
担
に
よ
り
会
計

を
運
営
す
る
こ
と
が
大
原

則
と
さ
れ
て
い
る
。

　

更
な
る
歳
出
の
削
減
や

自
主
財
源
の
確
保
な
ど
早

急
に
収
支
不
足
の
解
消
を

図
る
こ
と
を
希
望
し
、
賛

成
す
る
。

◦
議
案
第
２
号　

簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

繰
上
充
用
金
２
３
０
０

万
円
の
増
額

反
対
討
論（
谷
　
園
子
議
員
）

　

昨
年
、
濁
流
に
よ
る
突

発
的
な
修
繕
料
は
か
か
っ

た
が
、
も
と
も
と
使
用
料

だ
け
で
経
営
が
成
り
立
た

な
い
事
業
で
あ
り
、
収
入

を
先
食
い
す
る
繰
上
充
用

を
繰
り
返
す
こ
と
は
水
道

事
業
を
立
ち
行
か
な
く
さ

せ
、
使
用
料
値
上
げ
等
、

町
民
負
担
に
つ
な
が
る
た

め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論（
池
田一也
議
員
）

　

平
成
30
年
度
予
算
の
歳

入
が
不
足
す
る
た
め
、
繰

上
充
用
金
を
補
正
す
る
も

の
で
あ
り
、
会
計
年
度
独

立
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

だ
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
公
営
企

業
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
交
付
税
措
置
経
費
以

外
は
料
金
収
入
で
会
計
を

運
営
す
る
こ
と
が
大
原
則

と
さ
れ
て
い
る
。

◦
議
案
第
３
号　

下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

繰
上
充
用
金
２
億
２
６

０
０
万
円
の
増
額

反
対
討
論（
谷
　
園
子
議
員
）

　

町
は
公
営
企
業
だ
か
ら

独
立
採
算
だ
と
い
う
が
、

地
方
公
営
企
業
法
第
３
条

に
は
「
企
業
の
経
済
性
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
本
来
の
目
的
で
あ
る
公

共
の
福
祉
を
増
進
す
る
よ

う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
分
離

し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、

独
立
採
算
制
を
貫
か
ね
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
経
営
状
態

に
な
る
こ
と
は
、
利
用
戸

数
や
範
囲
を
見
れ
ば
も
と

も
と
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
。

わ
か
っ
て
い
た
こ
と
を
や

っ
て
き
て
、
そ
の
大
赤
字

の
解
決
策
が
繰
上
充
用
、

つ
ま
り
町
民
負
担
を
増
や

す
こ
と
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論（
池
田一也
議
員
）

　

平
成
30
年
度
予
算
の
歳

入
が
不
足
す
る
た
め
、
繰

上
充
用
金
を
補
正
す
る
も

の
で
あ
り
、
会
計
年
度
独

立
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

だ
。
ま
た
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
は
、
公
営
企
業

に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

交
付
税
措
置
経
費
以
外
は

料
金
収
入
で
会
計
を
運
営

す
る
こ
と
が
大
原
則
と
さ

れ
て
い
る
。

◦
議
案
第
４
号　

介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

繰
上
充
用
金
２
億
８
２

０
０
万
円
の
増
額

反
対
討
論（
谷
　
園
子
議
員
）

　

３
月
予
算
で
２
億
３
千

万
円
繰
り
入
れ
を
減
ら
し
、

今
回
ま
た
繰
上
充
用
で
２

億
８
千
万
円
も
借
金
す
る
。

こ
れ
で
こ
の
町
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
が
成
り
立
つ

の
か
。
高
齢
化
が
進
む
当

町
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
自
治
体
の
大
事
な

施
策
で
あ
る
の
に
、
借
金

令和元年7月 • 新ひだか町議会だより
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の
繰
り
延
べ
を
し
て
い
て

は
福
祉
は
守
れ
な
い
。

賛
成
討
論（
池
田一也
議
員
）

　

平
成
30
年
度
予
算
の
歳

入
が
不
足
す
る
た
め
、
繰

上
充
用
金
を
補
正
す
る
も

の
で
あ
り
、
会
計
年
度
独

立
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

だ
。
ま
た
、
特
別
会
計
は
、

受
益
者
負
担
に
よ
り
会
計

を
運
営
す
る
こ
と
が
大
原

則
と
さ
れ
て
い
る
。

◦
議
案
第
５
号　

町
税
条

例
等
の
一
部
改
正
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
う
条
例
改
正

個
人
町
民
税
関
係

①
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

②
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対

　

す
る
非
課
税
措
置

③
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

軽
自
動
車
税
関
係

①
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽

課
）
の
見
直
し

②
環
境
性
能
割
の
臨
時
的

軽
減

※
詳
し
く
は
税
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
議
案
第
６
号　

都
市
税

計
画
条
例
の
一
部
改
正
条

例
　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
う
条
項
の
整
理
等

◦
職
員
の
人
事
異
動

◦
地
震
被
害
状
況（
確
定
）

（
平
成
30
年
９
月
６
日
）

件
数　
　
　
　

２
１
５
件

被
害
額

４
億
６
７
１
９
万
２
千
円

◦
平
成
30
年
度
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
実
績

件
数　
　

 

２
１
３
０
件

金
額

７
８
８
７
万
８
７
５
０
円

◦
教
育
委
員
会
表
彰

教
育
奨
励
賞

長
田
姫
奈
氏（
静
内
中
学
校
）

議　案　名
議
決
日

審議結果
川
端
克
美

志
田　

力

渡
辺
保
夫

北
道
健
一

下
川
孝
志

細
川
勝
弥

本
間
一
徳

阿
部
公
一

谷　

園
子

田
畑
隆
章

畑
端
憲
行

建
部
和
代

池
田
一
也

木
内
達
夫

城
地
民
義

第２回 臨時会
議案１：令和元年度新ひだか町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

５
月
29
日

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案２：令和元年度新ひだか町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案３：令和元年度新ひだか町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４：令和元年度新ひだか町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案５：新ひだか町税条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案６：新ひだか町都市計画税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回 定例会
報告１：繰越明許費繰越計算書について

６
月
18
日

報告済み

諮問１：人権擁護委員候補者の推薦について 適任議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案１：財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案２：財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案３：令和元年度一般会計補正予算（第1号）

６
月
20
日

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４：令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案５：令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案６：令和元年度下水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７：令和元年度介護サービス事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８：令和元年度水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案９：令和元年度病院事業会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案10：町公共下水道静内終末処理場の長寿命化建設工事委託に関する協定の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案11：消費税率の引上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案12：北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案13：北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案14：北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規約について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案15：平成30年度日高地区交通災害共済組合一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案16：辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案３：新たな過疎対策法の制定に関する意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案４：児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案５：加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案６：就労継続支援Ｂ型事業所などの報酬引き上げを求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案７：2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
意見書案８：「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務

教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、教職員の超勤・
多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見書について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案９：2019年度北海道最低賃金改正等に関する意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員の派遣について 決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新ひだか町議会だより • 令和元年7月

 6

　各議員の表決結果 ○：賛成者　×：反対者　－：欠席もしくは棄権者（※議長を含めない）

主
な
行
政
報
告

主
な
教
育
行
政
報
告



問　

就
任
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
一
部
の
町
民
の

方
々
で
は
あ
る
が
、
町
長

の
顔
が
見
え
な
い
、
こ
の

町
を
ど
こ
へ
導
こ
う
と
し

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
が
、
担
当
職
員
に
相
談

し
て
も
財
政
困
難
の
話
だ

け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
の
こ
と
は
、
あ
る
面

部
長
制
を
平
成
４
年
に
導

入
し
、
通
算
す
る
と
27
年

の
永
き
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
副
作
用
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
が
、
町
長
が
感

じ
て
い
る
「
閉
塞
感
」
で

は
な
い
の
か
。

　

財
政
困
難
と
声
高
に
言

う
の
で
あ
れ
ば
、
町
民
に

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
、

ま
ず
役
場
は
ど
の
よ
う
な

努
力
を
し
て
き
た
の
か
。

　

財
政
が
厳
し
い
と
言
う

の
は
、
合
併
時
に
町
民
へ

配
布
さ
れ
た
副
読
本
に
記

載
さ
れ
た
お
約
束
に
反
し

て
い
る
し
、
町
民
サ
イ
ド

か
ら
す
る
と
財
政
的
に
は

破
綻
し
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
払
拭
す
る
う
え

か
ら
も
風
通
し
の
良
い
組

織
に
改
革
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

こ
の
状
況
を
解
消
す
る

意
味
か
ら
も
大
胆
な
構
造

改
革
を
行
い
、
風
通
し
を

良
く
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
風
通
し
の
良

い
職
場
づ
く
り
に
は
、
常

日
頃
か
ら
勤
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
議
員
の
言

う
「
風
通
し
の
良
い
職
場

を
創
れ
、
そ
れ
が
構
造
改

革
の
始
ま
り
で
あ
り
、
そ

れ
が
ひ
い
て
は
町
民
の
た

め
に
な
る
行
政
運
営
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
」
と

言
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

風
通
し
の
良
い
職
場
と
言

う
こ
と
は
就
任
以
来
、
そ

こ
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

去
年
の
春
段
階
で
は
、

私
を
知
っ
て
い
る
役
場
の

皆
様
は
１
人
か
２
人
し
か

い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

そ
ん
な
中
で
行
政
の
長
と

し
て
や
っ
て
お
り
、
風
通

し
が
良
い
職
場
に
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

１
年
を
経
過
す
る
も
風
通

し
が
良
く
な
っ
た
か
ま
だ

分
か
ら
な
い
が
、
私
自
身

は
職
員
と
の
意
思
疎
通
は

出
来
て
い
る
の
で
、
十
分

風
通
し
は
良
く
な
っ
て
い

る
。

　

皆
様
が
そ
れ
を
ど
う
感

じ
ら
れ
る
か
、
今
後
の
職

員
の
仕
事
の
成
果
に
現
れ

て
く
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

９名・16件
◆　一般質問とは、政策全般にわたる諸問題を質問すること

ズバリ！ 

ここが聞きたい
・構造改革の実施は

・アイヌ施策推進法の地域計画は

・公の施設の管理運営は

・運転免許証自主返納の取り組みは

・町政運営の透明化は

・保育の給食は無償に

・差別なく葬儀に参列すべき

・食品ロス削減のいち早い推進を

・鳧舞川の洪水対策を

清創会
阿部　公一 議員
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Ｑ　

大
胆
な
構
造
改
革
の
実
施
は

　

い
か
に

Ａ　

風
通
し
の
良
い
職
場
に
は
な
っ

　

て
い
る



問　

高
齢
運
転
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
の
取
り

組
み
と
町
独
自
の
優
遇
措

置
は
あ
る
か
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
町

交
通
安
全
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
事
業
計
画
を
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
静

内
・
三
石
両
地
区
に
交
通

安
全
協
会
や
交
通
安
全
指

導
員
会
を
設
置
し
、
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
向
け
交
通
安
全

教
室
は
、
一
昨
年
度
は
８

回
開
催
し
参
加
者
３
８
０

名
、
昨
年
度
は
11
回
で
３

１
４
名
で
す
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納

の
取
り
組
み
は
、
町
交
通

安
全
推
進
協
議
会
で
、
自

主
返
納
を
促
す
事
業
を
平

成
29
年
２
月
か
ら
開
始
し

て
い
る
。

　

内
容
は
、
返
納
時
に
申

請
す
る
「
運
転
経
歴
証
明

書
」
の
交
付
に
必
要
な
経

費
を
商
品
券
で
お
渡
し
し

て
い
る
、
対
象
者
は
65
歳

以
上
と
し
て
い
る
。

　

町
有
バ
ス
や
道
南
バ
ス

等
の
利
用
を
促
す
た
め
、

バ
ス
の
運
行
経
路
や
時
刻

表
等
を
１
冊
に
ま
と
め
た

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
進
呈

し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
温
泉
バ
ス
、

患
者
通
院
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
路
線
バ
ス

や
循
環
バ
ス
、
ペ
ガ
サ
ス

号
や
列
車
代
行
バ
ス
の
時

刻
表
も
綴
っ
て
あ
り
、
こ

れ
ら
の
時
刻
表
は
今
ま
で

一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
が
な
か
っ
た
た
め
、
運

転
免
許
証
を
返
納
し
た
皆

さ
ま
に
大
変
、
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納

の
申
請
者
数
は
、
制
度
開

始
の
平
成
28
年
度
の
２
カ

月
間
で
17
名
、
平
成
29
年

度
が
64
名
、
平
成
30
年
度

が
68
名
、
今
年
５
月
末
ま

で
に
15
名
と
、
事
業
開
始

か
ら
合
計
１
６
４
名
の
方

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

問　

高
齢
者
が
返
納
を
し

や
す
く
な
る
た
め
に
、
他

の
自
治
体
が
実
施
し
て
い

る
、
タ
ク
シ
ー
や
ハ
イ
ヤ

ー
の
乗
車
代
金
補
助
や
、

公
共
交
通
利
用
権
を
交
付

し
た
り
し
て
は
ど
う
か
。

町
独
自
の
優
遇
措
置
を
さ

ら
に
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
こ

の
事
業
は
今
年
度
末
ま
で

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
来
年
度
以
降
は
関

係
機
関
と
協
議
を
し
て
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

町
は
、
今
ま
で
町
民

の
方
の
葬
儀
に
参
列
し
て

い
た
が
、
な
ぜ
こ
の
４
月

か
ら
取
り
や
め
た
の
か
。

町
長
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
和
」
と
「
輪
」
を
も
っ

て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
長
い
間
い

ろ
い
ろ
な
立
場
で
ま
ち
づ

く
り
に
汗
を
か
き
、
尽
く

し
、
税
金
を
納
め
て
き
た

町
民
す
べ
て
に
今
ま
で
ど

お
り
、
管
理
職
の
代
理
を

含
め
、
参
列
し
て
、
最
低

で
も
弔
慰
を
払
う
こ
と
が

当
然
と
思
う
が
、
参
列
す

る
場
合
が
あ
れ
ば
、
そ
の

対
象
範
囲
と
変
更
し
た
理

由
を
伺
い
た
い
。

答
（
総
務
課
長
）
年
間
３

３
０
件
か
ら
３
５
０
件
ほ

ど
の
葬
儀
に
代
理
を
含
め

て
参
列
し
て
い
た
が
、
町

長
等
の
公
務
に
影
響
が
で

て
い
る
こ
と
と
、
類
似
団

体
の
対
応
の
調
査
結
果
、

人
口
２
万
人
規
模
で
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
全
員
の
葬

儀
に
参
列
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
、
総
合
的
に
検
討

し
、
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
町
長
が
葬

儀
に
参
列
す
る
ケ
ー
ス
と

し
て
、
歴
代
功
労
者
や
貢

献
賞
受
賞
者
、
議
会
の
議

決
を
受
け
選
任
さ
れ
た
現

職
の
非
常
勤
特
別
職
の
方

な
ど
に
限
定
し
た
。
ま
た
、

ご
遺
族
に
対
し
て
は
弔
慰

を
お
伝
え
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
、

弔
電
に
変
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

道
の
駅
の

レ
ス
ト
ラ
ン
募
集
は

　
幅
広
い
業
種
対
象
に

問　

三
石
海
浜
公
園
周
辺

一
帯
の
活
性
化
に
つ
い
て

庁
内
関
係
各
課
で
連
携
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
進
捗
状
況

は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
）
人
を
呼
び
込
む
た
め

に
、
休
憩
機
能
、
地
域
連

携
機
能
、
情
報
発
信
機
能

の
三
つ
の
機
能
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
、
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
道
の
駅
内

の
閉
鎖
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
募
集
中
で
あ
る
が
、
飲

食
店
に
限
ら
ず
幅
広
い
業

種
を
対
象
に
模
索
し
た
い
。

公明党クラブ
池田　一也 議員

凌雲クラブ
畑端　憲行 議員

三石海浜公園
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Ｑ　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

　

返
納
へ
の
取
り
組
み
は

Ａ　

来
年
度
以
降
の
あ
り
方
に
つ

　

い
て
検
討
し
た
い

Ｑ　

差
別
な
く
葬
儀
に
参
列
し
、

　

弔
慰
を
払
う
べ
き
で
は

Ａ　

公
務
等
の
影
響
と
総
合
的
に

　

判
断
し
、
変
更
し
た



問　

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法

で
は
、
同
法
に
基
づ
い
て

市
町
村
向
け
の
交
付
金
が

制
度
化
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ

文
化
の
保
存
・
継
承
や
観

光
振
興
な
ど
に
つ
な
が
る

地
域
計
画
を
策
定
し
、
国

に
認
定
さ
れ
れ
ば
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
４
月

に
白
老
町
に
開
設
す
る
民

族
共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ

ポ
イ
）
だ
け
で
な
く
、
他

の
市
町
村
が
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
を
多
面
的
に
利
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

計
画
書
を
出
す
に
は
、
ア

イ
ヌ
協
会
の
望
む
計
画
が

盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
と
思

う
が
ア
イ
ヌ
協
会
と
は
ど

の
よ
う
な
協
議
を
進
め
て

い
く
の
か
。

答
（
企
画
課
長
）
こ
れ
ら

申
請
に
は
三
石
ア
イ
ヌ
協

会
、
新
ひ
だ
か
町
ア
イ
ヌ

協
会
と
も
十
分
協
議
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
に
四
次
に

わ
た
る
福
祉
対
策
等
で
生

活
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、

雇
用
の
安
定
、
産
業
の
振

興
な
ど
を
推
進
し
て
き
た

が
ア
イ
ヌ
の
人
達
に
不
満

も
あ
っ
た
。
真
に
ア
イ
ヌ

の
人
達
の
求
め
る
計
画
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

答
（
企
画
課
長
）
ア
イ
ヌ

協
会
か
ら
は
、
計
画
に
対

す
る
要
望
書
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
内
容
を
十
分
に

検
討
し
申
請
し
た
い
。

問　

交
付
金
は
税
金
で
あ

り
広
く
町
民
の
理
解
が
求

め
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
協
会

に
入
っ
て
い
な
い
人
た
ち

や
町
民
の
声
も
聴
く
べ
き

と
思
う
が
。

答
（
企
画
課
長
）
こ
れ
は

町
の
計
画
と
も
な
る
の
で

広
く
町
民
の
た
め
に
な
る

計
画
書
の
申
請
と
理
解
し

て
い
る
の
で
、
ア
イ
ヌ
協

会
以
外
の
人
の
声
や
町
民

の
声
も
聴
い
て
い
く
が
、

今
回
は
申
請
ま
で
の
期
間

も
無
い
の
で
、
ま
ず
は
ア

イ
ヌ
協
会
と
進
め
て
い
く
。

問　

地
域
計
画
の
実
践
と

な
れ
ば
そ
れ
を
引
き
継
い

で
く
れ
る
後
継
者
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
若
手
の
ア

イ
ヌ
の
人
達
の
参
加
が
少

な
く
感
じ
る
の
だ
が
ど
う

か
。

答
（
企
画
課
長
）
計
画
書

は
短
期
、
長
期
の
も
の
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
分

ア
イ
ヌ
協
会
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
所
有
者
不
明
地
の
活
用

促
進
に
つ
い
て

・
町
職
員
空
き
住
宅
の
活

用
に
つ
い
て

問　

町
政
運
営
の
透
明
化

で
、
町
民
の
皆
様
に
説
明

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
て
い
る
が
、
広
報

以
外
で
町
民
の
皆
様
に
説

明
責
任
を
果
た
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答（
企
画
課
長
）「
説
明
責

任
」
の
果
た
し
方
は
、
そ

の
都
度
、
適
切
な
手
法
を

選
択
し
て
い
き
、
町
の
方

針
や
考
え
方
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
町
民
の
皆
様
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
今
ま
で
以
上
に
工
夫

し
て
い
く
。

問　

防
災
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
，
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
の
具
体

的
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答
（
企
画
課
長
）
現
在
の

防
災
行
政
無
線
は
機
器
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
ア
ナ

ロ
グ
方
式
な
ど
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
整
備
を
進
め
、

一
層
の
対
策
強
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
災
害
対
応

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

問　

環
境
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
静

内
川
右
岸
・
左
岸
の
森
林

環
境
、
桜
の
木
の
里
親
な

ど
の
整
備
等
、
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）
桜
の
里

親
に
つ
い
て
は
、
補
植
を

せ
ず
に
桜
の
維
持
管
理
に

努
め
、「
し
ず
な
い
さ
く

ら
の
会
」
な
ど
の
民
間
団

体
と
相
談
、
協
力
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

交
通
安
全
教
室
な
ど
、

通
年
ど
の
く
ら
い
行
っ
て

い
る
か
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
町

内
全
て
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
に
お
い
て
、
交
通
安

全
教
育
を
年
に
１
回
は
実

施
、
交
通
弱
者
と
言
わ
れ

る
高
齢
者
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
会
合
の
場
で
、
昨

年
度
は
11
回
実
施
し
て
お

り
、
講
話
を
警
察
署
の
方

か
ら
行
っ
て
い
る
。

問　

左
岸
の
森
林
環
境
で
、

げ
ん
き
の
森
の
整
備
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
）
現
地
等
を
確
認
し
て
、

対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
交
通
安
全
強
化
に
つい
て

・
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

下川　孝志 議員

清創会
本間　一徳 議員
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Ｑ　

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
地
域

　

計
画
は

Ａ　

ア
イ
ヌ
協
会
と
協
議
し
て
申

　

請
す
る

Ｑ　

町
政
運
営
の
透
明
化
は

Ａ　

今
ま
で
以
上
に
工
夫
し
て
い
く



問　

２
０
１
７
年
度
で
は
、

全
て
の
都
道
府
県
及
び
指

定
都
市
、
約
４
割
の
市
町

村
が
食
品
ロ
ス
削
減
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

町
は
「
食
品
ロ
ス
削

減
」
に
つ
い
て
広
報
に
一

度
掲
載
し
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
は
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
昨

年
４
月
号
に
北
海
道
が
推

進
し
て
い
る
「
道
産
子
愛

食
た
べ
き
り
運
動
」 

の

記
事
を
掲
載
し
啓
発
を
行

っ
た
が
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
は
し
て
い
な
い
。
今

回
の
食
品
ロ
ス
削
減
法
の

成
立
時
期
に
消
費
者
庁
が

啓
発
促
進
対
策
と
し
て
、

外
食
時
の
「
食
べ
き
り
」

の
促
進
に
向
け
消
費
者
と

飲
食
店
の
双
方
に
理
解
や

実
施
を
進
め
る
た
め
「
外

食
時
の
お
い
し
く
食
べ
き

り
ガ
イ
ド
」
を
啓
発
推
進

し
た
い
。

問　

食
品
ロ
ス
削
減
の
取

り
組
み
を
い
ち
早
く
推
進

し
て
い
く
考
え
は
な
い
の

か
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
政

府
の
基
本
方
針
や
都
道
府

県
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計

画
の
策
定
後
に
対
応
を
検

討
す
る
が
、
法
第
14
条
で

は
『
国
及
び
地
方
公
共
団

第
は
消
費
者
、
事
業
者
等

が
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
取
り
組
む
こ
と

を
促
進
す
る
よ
う
、
教
育

及
び
学
習
の
振
興
、
啓
発

及
び
そ
の
他
の
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。
』
と
あ
る
の
で
、
食

べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
と

の
、
意
識
改
革
の
啓
発
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
営
住
宅
の
入
居
者

は
、
20
年
、
30
年
、
40
年

と
長
期
の
方
が
多
く
、
連

帯
保
証
人
の
方
も
長
期
に

な
っ
て
、
年
齢
や
生
活
も

大
き
く
変
化
を
し
て
い
る

が
、
そ
の
連
帯
保
証
人
の

状
況
の
把
握
、
調
査
等
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
主
幹
）
連
帯

保
証
人
の
中
に
は
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
移
動
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。
町
は
、
昨

年
度
、
債
権
管
理
条
例
を

制
定
し
た
の
で
、
今
年
度

か
ら
、
７
月
に
実
施
予
定

の
収
入
申
告
を
提
出
し
た

際
に
、
入
居
者
全
員
を
対

象
に
、
現
状
の
連
帯
保
証

人
は
健
在
か
、
役
割
が
保

た
れ
て
い
る
か
確
認
し
保

た
れ
て
い
な
け
れ
ば
新
た

な
連
帯
保
証
人
の
請
書
提

出
を
し
て
頂
く
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

問　

病
院
事
業
会
計
の
累

積
赤
字
や
各
特
別
会
計
の

収
入
不
足
に
対
す
る
繰
り

出
し
が
困
難
と
な
る
な
か
、

基
金
積
み
増
し
の
必
要
は

高
く
、
財
政
の
立
て
直
し

は
急
を
要
す
る
。
住
民
福

祉
の
向
上
と
財
政
の
安
定

が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
公
の
施
設
は
多
く
あ

り
、
そ
の
収
支
の
改
善
を

図
る
こ
と
が
財
政
的
に
大

き
な
効
果
を
持
つ
。
収
支

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き

い
二
つ
の
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。

①
海
浜
公
園
施
設
は
観
光

施
設
で
あ
り
、
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
活
性
化
と

収
支
改
善
を
図
る
た
め
に
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
べ
く
指
定
管
理
に
移
行

し
て
は
ど
う
か
。

②
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ

は
軽
種
馬
主
産
地
と
し
て

の
シ
ン
ボ
ル
施
設
で
あ
り
、

教
育
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
が
、
そ
の
活
用

は
十
分
で
は
な
い
。
二
千

数
百
万
円
の
赤
字
改
善
の

た
め
に
観
光
施
設
と
し
て

の
性
格
を
持
た
せ
て
い
く
、

ま
た
は
必
要
不
可
欠
な
事

業
だ
け
に
縮
小
で
き
な
い

か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
）
海
浜
公
園
は
町
内
有

数
の
集
客
を
誇
る
施
設
で

あ
る
が
、
毎
年
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
収
支
不
足

と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管

理
も
一
つ
の
方
法
と
し
て

検
討
す
る
。

答
（
体
育
振
興
課
長
）
教

育
施
設
と
し
て
の
利
用
や

一
般
町
民
の
利
用
に
努
力

し
て
い
く
。
事
業
を
縮
小

す
る
考
え
は
な
い
。
観
光

で
の
利
用
に
も
十
分
対
応

し
て
い
き
た
い
。

答
（
町
長
）
施
設
の
運
営

は
日
々
の
努
力
と
形
態
や

運
営
内
容
の
十
分
な
議
論

が
必
要
だ
。
赤
字
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
許

さ
れ
な
い
し
、
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
改
善
に
向
け

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

休
止
状
態
に
な
っ
て
い
る

施
設
を
含
め
、
存
廃
に
つ

い
て
も
経
費
を
考
え
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

公明党クラブ
建部　和代 議員

清流会
川端　克美 議員

ライディングヒルズ静内
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Ｑ　

食
品
ロ
ス
削
減
の
い
ち
早
い

　

推
進
を

Ａ　

意
識
改
革
の
啓
発
推
進
が

　

重
要

Ｑ　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
は

Ａ　

経
営
改
善
に
努
め
る



問　

５
月
に
保
育
を
無
償

化
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、

対
象
児
童
は
。

答
（
福
祉
課
長
）
今
年
10

月
か
ら
３
～
５
歳
（
原

則
）
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
の
全
て
の

世
帯
、
０
～
２
歳
児
は
非

課
税
世
帯
を
対
象
に
無
償

化
と
な
る
。
制
度
改
正
に

よ
り
４
１
１
人
が
保
育
料

無
料
と
な
る
。

問　

給
食
費
は
こ
れ
ま
で

保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た

も
の
が
実
費
徴
収
と
な
る
。

　

給
食
も
「
食
育
」
と
い

う
保
育
の
一
環
で
あ
り
、

町
で
負
担
や
軽
減
を
す
べ

き
で
は
。
町
長
も
執
行
方

針
で
、
出
産
や
子
育
て
へ

の
若
年
層
支
援
を
う
た
っ

て
い
る
。

答
（
福
祉
課
長
）
学
校
給

食
な
ど
の
食
事
も
自
己
負

担
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者

か
ら
徴
収
可
能
な
品
目
に

位
置
付
け
る
国
の
方
針
に

そ
っ
て
実
施
を
考
え
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
世
帯
や

ひ
と
り
親
、
第
３
子
以
降

の
児
童
に
つ
い
て
は
徴
収

免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
に
よ
る
負
担
や
軽
減
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

町
民
に
と
っ
て
、
国

保
税
は
支
払
い
の
限
度
を

超
え
て
い
る
の
で
は
。
当

町
の
国
保
加
入
者
一
人
当

た
り
の
平
均
所
得
と
平
均

保
険
税
、
年
収
に
占
め
る

国
保
税
の
負
担
率
は
何
％

か
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
平

成
30
年
度
の
加
入
者
一
人

当
た
り
所
得
は
83
万
８
千

円
、
一
人
当
た
り
保
険
税

は
９
万
９
千
円
、
国
保
負

担
率
は
11
・
８
％
で
あ
る
。

問　

年
収
の
12
％
近
く
を

国
保
税
が
占
め
て
い
る
。

　

少
し
で
も
安
く
す
る
た

め
に
均
等
割
り
軽
減
を
検

討
で
き
な
い
か
。
均
等
割

り
は
家
族
が
一
人
増
え
る

た
び
に
か
か
り
子
ど
も
が

多
い
ほ
ど
高
く
な
る
。

答
（
生
活
環
境
課
長
）
当

町
の
国
保
は
国
保
会
計
内

で
歳
入
歳
出
を
賄
う
こ
と

と
し
、
均
等
割
り
軽
減
に

つ
い
て
は
、
減
免
し
な
い

他
の
国
保
加
入
者
の
保
険

税
に
跳
ね
返
る
た
め
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

北
海
道
管
理
河
川
の

鳧
舞
川
（
河
川
延
長
31

㎞
）
に
は
、
９
橋
梁
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

現
状
は
、
各
橋
梁
附
近

の
上
下
流
河
川
内
に
、
河

道
内
立
木
が
生
い
茂
り
、

土
砂
堆
積
と
中
洲
が
形
成

さ
れ
て
お
り
河
川
管
理
上

段
階
的
な
洪
水
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

　

特
に
、
歌
笛
市
街
地
を

横
断
し
て
い
る
町
道
歌
笛

橋
（
橋
長
１
１
５
ｍ
）
附

近
の
上
下
流
河
道
内
に
立

木
が
密
集
し
立
木
高
も
橋

の
車
道
よ
り
更
に
１
ｍ
以

上
の
高
木
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
豪
雨
時
に
は
流
水

を
阻
害
し
て
い
る
。
河
道

木
の
伐
開
が
急
が
れ
る
。

　

ま
た
、
土
砂
等
が
堆
積

し
中
洲
が
形
成
、
河
道
流

心
も
左
岸
側
橋
台
側
へ
導

い
て
い
る
実
態
で
あ
る
。

本
来
の
河
道
中
心
は
、
３

箇
所
の
橋
脚
側
で
あ
り
河

道
瀬
替
工
と
す
べ
き
で
あ

る
。

　

こ
の
状
況
で
は
、
流
出

量
に
対
す
る
断
面
不
足
を

き
た
し
上
流
域
の
流
水
が

長
時
間
停
滞
す
る
。
異
常

低
気
圧
や
台
風
に
よ
る
集

中
豪
雨
で
、
こ
れ
ら
が
支

障
と
な
り
洪
水
氾
濫
の
危

険
性
が
危
惧
さ
れ
る
。
過

去
の
集
中
豪
雨
で
は
、
住

宅
床
下
冠
水
被
害
、
畑
地

等
へ
の
冠
水
被
害
あ
り
地

域
の
住
民
か
ら
心
配
の
声

が
あ
る
。
河
川
管
理
者
に

対
し
維
持
管
理
対
策
を
早

急
に
協
議
す
べ
き
で
は
。

答
（
建
設
課
長
）
北
海
道

は
河
道
内
樹
木
伐
採
等
の

河
川
維
持
管
理
の
あ
り
方

に
基
づ
き
限
ら
れ
た
予
算

で
あ
る
が
河
川
毎
の
維
持

管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 　

町
と
し
て
、
河
川
の
適

切
な
維
持
管
理
と
治
水
対

策
に
つ
い
て
今
後
も
継
続

的
に
要
望
す
る
。

問　

北
海
道
の
経
費
負
担

な
し
に
伐
採
木
の
有
効
活

用
事
業
検
証
モ
デ
ル
事
業

「
河
道
内
の
公
募
伐
採
」

へ
の
取
組
を
要
望
す
べ
き
。

答
（
建
設
課
参
事
）
事
業

の
活
用
に
つ
い
て
、
北
海

道
か
ら
情
報
を
得
な
が
ら

要
望
し
て
い
き
た
い
。

谷　　園子 議員

新星会
城地　民義 議員

給食は食育
「こいのぼりケーキ」

歌笛橋河川内立木
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Ｑ　

給
食
は
保
育
の
一
環
な
の
で

　

無
償
に
す
べ
き

Ａ　

町
に
よ
る
負
担
や
軽
減
は
考

　

え
て
い
な
い

Ｑ　

２
級
河
川
鳧
舞
川
９
橋
梁
の
上
下

　

流
立
木
伐
採
等
で
洪
水
対
策
を

Ａ　

維
持
管
理
と
治
水
対
策
予
算

　

確
保
を
北
海
道
に
要
望
す
る



幅
広
い
見
地
か
ら
、
主
幹

ク
ラ
ス
か
ら
主
査
級
で
構

成
す
る
「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
結
成
。

現
地
を
見
て
具
体
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

交
通
弱
者
対
策
と

�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

　

今
年
度
の
所
管
事
務
調

査
事
項
を
次
の
と
お
り
決

定
し
た
。

所
管
事
務
調
査
事
項

①
交
通
弱
者
対
策
に
つい
て

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用

し
た
合
宿
誘
致
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

調
査
目
的

①
全
国
各
地
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
相
次
ぎ
、
高
齢

者
の
免
許
自
主
返
納
が
お

し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当

町
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
日

高
線
の
運
休
等
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
移
動
手
段
が

限
ら
れ
る
一
方
で
、
交
通

弱
者
に
な
る
不
安
か
ら
、

高
齢
者
の
免
許
自
主
返
納

が
足
踏
み
す
る
状
況
な
ど
、

庁
内
組
織
結
成
し

「
ピ
ュ
ア
」
の
活
用
検
討

　

町
は
大
型
複
合
施
設

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ピ
ュ
ア
」
の
活
用
に
つ
い

て
入
居
募
集
す
る
と
と
も

に
、
道
内
食
品
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
10
社
に
職
員
が
出
向
く

な
ど
、
出
店
を
要
請
し
た

が
希
望
し
た
業
者
は
い
な

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
企
画
課
内
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
交
通
弱
者

に
対
す
る
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
具
体
的
な
対
策
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行

な
う
。

②
道
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
す
る
機
会
を
与
え
る

と
と
も
に
、
道
内
選
手
の

競
技
力
の
向
上
や
地
域
振

興
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

道
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
誘
致
に
努
め
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
町
内

で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
町
宣
言
」
の

町
と
し
て
、
更
に
多
く
の

合
宿
誘
致
を
行
な
い
、
既

存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用

で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
を
行
う
。

　

今
回
は
三
石
和
牛
肥
育

組
合
か
ら
５
頭
な
ど
道
内

及
び
千
葉
、
栃
木
、
宮
城
、

島
根
、
茨
城
、
熊
本
県
か

ら
90
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
機
に
、

更
に
、
み
つ
い
し
和
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
、
町

和
牛
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
農
協
、
肥

育
組
合
、
農
家

等
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を

図
り
、
本
町
の

畜
産
の
振
興
と

発
展
に
寄
与
さ

れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

　

６
月
16
～
18
日
に
東
京

都
中
央
卸
売
市
場
で
開
か

れ
た
「
第
59
回
『
名
人

会
』
肉
用
牛
枝
肉
研
究

会
」
で
町
和
牛
セ
ン
タ
ー

の
出
品
牛
「
裕
海
号
」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

５
年
ぶ
り
４
回
目
の
受
賞

と
な
る
。

　

委
員
会
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
、
報

告
を
求
め
、
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
４
月
18
日
、
５
月
14
日
、
20
日
、

�

６
月
５
日
、
７
月
４
日
の
５
回
開
催　

　

現
在
、
町
で
行
わ
れ
て
い
る
「
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
」
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
で
総
括
的
な
見
直

し
の
方
針
等
、
各
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る

事
項
の
使
用
料
・
手
数
料
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
４
月
19
日
、
５
月
10
日
、
17
日
、

　
　
　

６
月
19
日
、
27
日
、
７
月
２
日
の
６
回
開
催

～  

委
員
会
報
告  

～

調
査
中
！

　
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
てショッピングプラザピュア

コミュニティバスの利用者

受賞を喜ぶ関係者たち

和
牛
セ
ン
タ
ー
出
品
牛

　
　
　
　
　
　
　
全
国
で
最
優
秀
賞
に
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会



歌
笛
診
療
所
診
療
日

　

�

９
月
か
ら
月
２
回
に

　

三
石
国
保
病
院
歌
笛
診

療
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
か

ら
３
時
ま
で
の
診
療
体
制

で
し
た
が
、
年
間
延
べ
外

来
患
者
数
調
べ
で
は
、
平

成
26
年
５
５
１
人
、
平
成

27
年
３
４
０
人
、
平
成
30

年
２
４
３
人
の
実
績
で
、

１
日
当
患
者
数
は
11
・
５

人
か
ら
５
・
１
人
と
患
者

の
減
少
推
移
し
て
い
る
説

明
を
受
け
た
。

　

現
在
の
外
来
患
者
の
実

状
を
ふ
ま
え
、
９
月
か
ら

診
療
体
制
を
毎
月
第
2
・

第
4
火
曜
日
に
変
更
し
て

運
営
さ
れ
る
。

　

関
係
住
民
に
対
し
説
明

を
徹
底
し
て
理
解
を
得
る

よ
う
意
見
が
あ
っ
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実
と

農
業
振
興
・
担
い
手
対
策

　

今
年
度
の
所
管
事
務
調

査
事
項
を
次
の
と
お
り
決

定
し
た
。

所
管
事
務
調
査
事
項

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
に
つ
い
て

②
農
業
の
振
興
と
後
継
者

（
担
い
手
）対
策
に
つ
い
て

調
査
目
的

①
子
育
て
中
の
保
護
者
の

４
割
が
悩
み
不
安
を
抱
か

え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
中
、

２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
て
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
提
供
す

る
体
制
を
構
築
す
る
た
め

の
調
査
・
研
究
を
行
う
。

②
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
多
く
の
地
域

農
業
が
課
題
を
抱
か
え
る

中
、
特
に
後
継
者
（
担
い

手
）
不
足
に
つ
い
て
は
当

町
に
お
い
て
も
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
後
継
者
（
担

い
手
）
確
保
を
は
じ
め
持

続
可
能
な
農
業
経
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
う
。

　

静
内
霊
園
内
に
設
置
さ

れ
る
合
葬
墓
に
つ
い
て
、

収
容
規
模
は
１
０
０
０
体

で
あ
り
、
完
成
予
定
は
９

月
末
で
、
供
用
開
始
は
11

月
１
日
と
な
る
。
使
用
料

は
１
万
円
程
度
で
検
討
中
。

使
用
要
件
や
運
営
方
法
等

は
、
９
月
定
例
会
に
て
墓

地
条
例
を
改
正
し
、
住
民

周
知
す
る
こ
と
と
な
る
。

町
立
静
内
病
院

　
　
　
　
救
急
病
院
認
定

　

か
ね
て
よ
り
進
め
て
い

た
町
立
静
内
病
院
救
急
病

院
認
定
（
緊
急
告
示
病

院
）
手
続
に
つ
い
て
、
北

海
道
よ
り
認
定
さ
れ
た
こ

と
の
説
明
を
受
け
た
。
認

定
期
日
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
～
令
和
４
年
３
月

31
日
と
な
る
。

　

な
お
、
当
町
で
は
、
日

高
徳
洲
会
病
院
が
救
急
告

示
病
院
と
な
っ
て
い
る
。

※
救
急
告
示
病
院
と
は

身
体
障
が
い
者
補
助
犬

�

町
営
住
宅
同
居
認
め
る

　

公
営
住
宅
は
犬
・
猫
等

の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は

禁
止
し
て
い
る
が
、
身
体

障
が
い
者
補
助
犬
（
盲
導

犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
）

と
の
同
居
を
認
め
る
理
由

と
し
て
、
現
在
の
社
会
情

勢
や
身
体
障
が
い
者
の
自

立
及
び
社
会
参
加
の
促
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
公
共
交

通
事
業
者
、
不
特
定
多
数

の
も
の
が
利
用
す
る
施
設

の
管
理
者
等
は
身
体
障
が

い
者
補
助
犬
の
同
伴
を
拒

ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
北
海
道
、
札
幌

市
を
は
じ
め
他
の
自
治
体

で
も
補
助
犬
と
の
同
居
は

禁
止
事
項
か
ら
除
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え

同
居
を
認
め
る
説
明
を
受

け
た
。

　新ひだか町議会では、YouTube（ユーチューブ）による議
会の試験放送を行っています。
　「平成30年第５回定例会」から現在までの議会中継は動画と
して残っており、あとから視聴することも可能ですので、こち
らもぜひご活用ください。

　

２
次
救
急
病
院
と
は
異
な

り
、
病
院
の
診
療
可
能
な
範

囲
で
急
患
を
受
け
入
れ
る
病

院
と
な
り
救
急
体
制
が
確
保

さ
れ
る
。
な
お
、
１
次
救
急

（
初
期
救
急
）
は
、
入
院
や

手
術
を
伴
わ
な
い
医
療
で
あ

り
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
当
番
医
な
ど
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
病
院
で
あ
る
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
財
源

措
置
と
し
て
次
年
度
よ
り
交

付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
。

歌笛診療所

https://www.youtube.com/channel/
UCS3R2OK08AF5a4
q6JgZVDqw/live

★チャンネル登録も
　　よろしくお願いします★

ネットで議会中継を見よう！
合
葬
墓

　
供
用
開
始
は
11
月
１
日
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６
月
25
日
に
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
当
議
会
よ
り

15
名
の
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

最
初
の
講
演
は
、
政
治

評
論
家
の
有
馬
晴
海
氏
よ

り
「
ど
う
な
る
？
今
後
の

日
本
政
治
」
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
の
安
倍
政
権
を
取
り

巻
く
動
き
や
各
野
党
の
考

え
、
現
政
権
の
問
題
と
現

状
の
政
治
情
勢
等
を
述
べ

ら
れ
、
今
後
の
あ
る
べ
き

日
本
の
政
治
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
。

　

次
に
中
央
大
学
名
誉
教

授
の
佐
々
木
信
夫
氏
よ
り

「
地
方
は
変
わ
れ
る
か
～

議
会
は
ど
う
変
わ
れ
る
か
、

自
治
体
を
ど
う
変
え
る
か

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

の
人
口
減
少
か
ら
発
生
す

る
問
題
と
国
地
方
で
１
４

０
０
兆
円
を
超
え
る
借
金

と
財
政
危
機
を
抱
え
、
こ

れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
の

新
た
な
方
向
と
地
方
議
会

改
革
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

翌
日
の
26
日
は
、
札
幌

芸
術
森
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
砂
澤
ビ
ッ
キ

―
風
―
」
美
術
展
、
並
び

に
野
外
美
術
館
に
数
多
く

展
示
さ
れ
て
い
る
彫
刻
や

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
を
視
察

鑑
賞
し
た
。

▼
今
回
で
、
「
議
会
だ
よ

り
」
第
50
号
を
迎
え
、
ご

愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
一
同
、
記
念

特
集
と
し
て
試
行
錯
誤

し
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
研

修
会
等
に
参
加
し
、
町
民

に
読
ま
れ
伝
わ
る
よ
う
、

今
ま
で
以
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
成
長

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
今
年
も
地
震
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子

ど
も
た
ち
は
夏
休
み
、
ま

た
、
家
族
で
出
か
け
る
時

期
、
自
然
災
害
や
交
通
事

故
に
あ
わ
ず
、
楽
し
い
思

い
出
づ
く
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。

�

（
文
・
本
間　

一
徳
）

　表紙は、４歳から６歳までの未就学児を対
象に、静内温水プールで教育委員会が毎年３
期に分けて行っている「幼児水泳教室」。
　２期30名の子どもたちは５日間にわたり、
水遊びから顔付け、ジャンプなど、徐々に水
に慣れながら楽しみ、水しぶきを受けるたび
にプールいっぱいに歓声が響きわたっていま
した。

シャッターフォ
ト
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◎総務常任委員会
　　４月18日

　　５月14日

　　　　20日

　　６月５日

　　７月４日

◎議会運営委員会
　　４月22日

　　５月27日

　　６月３日

　　　　14日

　　　　18日

　　７月１日

◎正副議長・正副委員長会議
　　４月５日

　　６月６日

◎厚生経済常任委員会
　　４月19日

　　５月10日

　　　　17日

　　６月19日

　　　　27日

　　７月２日

◎議会広報特別委員会
　　４月24日

　　６月20日

　　７月３日

　　　　８日

　　　　16日

４月24日　全員協議会

５月16日　日高中部広域連合議会臨時会

　　　　　日高中部消防組合議会臨時会

　　　　　日高中部衛生施設組合議会臨時会

５月21日　全員協議会

５月29日　第２回臨時会

　　　　　全員協議会

６月６日　全員協議会

６月18日～20日　第３回定例会

６月25日～26日　北海道町村議会議員研修会

６月28日　日高中部消防組合議会臨時会

議会のうごき

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会


